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学会事務局：横浜市立大学医学部精神医学教室内 

〒236-0004 横浜市金沢区福浦３-９ 

Tel: 045-787-2667  Fax: 045-783-2540 

 



学会に関するお問い合わせは， 
会場ではなく，神奈川県精神医学会事務局までお願いします。 
 
事務局：横浜市立大学医学部精神医学教室内 
電話：045－787－2667 FAX：045－783－2540 
担当：浅見・安房 

会場：AP横浜駅西口 
   横浜市西区北幸２－６－１ 横浜APビル４階 
   (※ビル１階はスターバックスコーヒーです)  
         TEL ０４５－４１１－５１０９（代表） 
 
★交通アクセス★ 
 JR東海道線・JR京浜東北線・JR横須賀・総武線「横浜」駅西口徒歩6分 
 横浜市営地下鉄「横浜」駅徒歩約3分・東急東横線・みなとみらい線「横浜」駅徒歩約6分， 
 相模鉄道線「横浜」駅徒歩約5分，京浜急行線「横浜」駅徒歩約6分 
  

学会員の方は参加費無料です。受付けをお済ませの上，ご参加ください。 
非会員の方は，学会参加費(1000円)を受付けの際にお支払いください。 
 
本学会は日本精神神経学会における精神科専門医制度の対象となっております(取得単位5点)。 
ポイントの取得をご希望の方は「精神科専門医認定試験合格証(ポイントカード)」をご持参・ご提示   
ください。 
   
本学会は日本医師会生涯教育講座認定学会です。 
ご希望の方には受付にて，参加証をお渡し致しますのでお申し出下さい。 
 
演題発表用の資料は，Microsoft PowerPointで作成したファイルのみ，お受けいたします。 
併せて当日，神奈川県精神医学会誌掲載用の抄録（８００字以内）を電子ファイルでご提出ください。 
各電子ファイルは，一般演題1  演者の方は 13：00まで 一般演題2  演者の方は 14：30までに受付へ 
お持ちください。 
  
一般演題は，プレゼンテーション ８分，質疑  ２分です（時間厳守）。 
  
 



神奈川県精神医学会例会 
 
一般演題１（１３時３０分－） 

座長： 山本賢司 (東海大学医学部専門診療学系精神科学) 

 

1.  

動機なき自殺 ー島津悦子のケースー 

大堀 彰 

北鎌倉心理相談室 

 

2. 

薬剤性せん妄が疑われた、ＣＯ２ナルコーシスの一例 

寺山 慧, 須田 顕, 吉見明香, 玉澤彰英, 平安良雄 

横浜市立大学医学部精神医学教室 

 

3. 

早期から幻視が先行したレビー小体型認知症の一例 

戸代原奈央，千葉悠平，吉見明香，玉澤彰英，須田 顕，阿部紀絵，許 博陽，勝瀬大海，平安良雄 

横浜市立大学附属病院精神科 

 

4. 

レビー小体型認知症前駆期の抑うつ状態に抗うつ効果を目的としてDonepezil最大量を投与し 

著効した一例 

服部早紀1, 2） ，六本木知秀1, 2） ，髙石政男1, 2） ，加納亮治1, 2） ，高橋雄一1, 2） ，小田原俊成1, 2） ， 

平安良雄1）  

 １） 横浜市立大学附属市民総合医療センター精神医療センター 

 ２） 横浜市立大学医学部精神医学教室 

 

5. 

相模原市における自殺ハイリスク地対策の効果：予備的研究 

西村 誠，新井鉱太郎，斉藤杉子，福田好晃，小池尚志，穴倉久里江 

相模原市精神保健福祉センター 

  

6. 

精神障害者の地域生活支援をめぐる動向と課題 

桑原 寛 

神奈川県精神保健福祉センター  

 

7. 

国際精神保健の最近の動向 

杉浦寛奈 

横浜市立大学附属市民総合医療センター精神医療センター 

 

  

  

 

 

 

 

     
 

  

 

 



一般演題２（１５時００分－） 

座長：  岸田郁子 (横浜市立大学附属病院精神科) 

 

8.  

精神科外来における集団認知行動療法の有用性に関する検討 

尾中啓枝１），引間涼子１） ，澤口範真１） ，黒木明信１） ，畑山恵美子１） ，三上克央１） ，山本賢司１） 

１） 東海大学医学部付属病院診療技術科心理室     

２） 東海大学医学部専門診療学系精神科学 

 

9. 

GHQ（The General Health Questionnaire）質問項目の再考～I-T相関およびα係数から～ 

安達伶音奈，石井雄吉 

明星大学人文学部 

 

10. 

バウムテスト施行法の再考～「実のなる木」の妥当性について～ 

藤元祥子，石井雄吉 

明星大学人文学部 

 

11. 

精神科医が身体を診るということ～少年院における医務診察の経験から～ 

井上雅人 

久里浜少年院，順天堂精神医学研究所 

 

12.  

けやきの森病院リワークプログラムのアウトカム 

油谷元規１） ，眞柄正隆１） ，陣内沙織１） ，岡田 純１） ，堤 康彦１） ，宮岡 等2） 

１) けやきの森病院 

２) 北里大学医学部精神科学 

 

13.  

横浜舞岡病院デイケアでのIMRの取り組み 

吉田蓉子１），池谷正直１），高梨峻作１），吉見明香１,２），加藤大慈２,３），加瀬昭彦１） 

１） 横浜舞岡病院 

２） 横浜市立大学医学部精神医学教室 

３） 戸塚西口りんどうクリニック 

 

14. 

IMRの実践による地域に暮らす当事者の変化～Illness Management and Recovery: 疾病管理とリ
カバリー～ 

内山繁樹１），塚田尚子２），阿部榮子３），片岡恵美３），永瀬 誠３） 

１） 関東学院大学看護学部 

２） 戸塚西口りんどうクリニック 

３) 横浜市精神障害者生活支援センター西 

  

 

 

 

 

 

 

 

 


